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令和元年度予算　
重要施策の推進！

取材で出会った笑顔

８月３日に市立図書館の
ファッションラボで行われた
「ファッションワークショッ
プ」に参加しました。初めて
の服作りで、デザインを決め
るのが難しかったですが、と
ても楽しかったです。また、
他のワークショップに参加し
てみたいです。

ファッションで
なりたい自分探し

森重 美咲さん
（山田中学校２年）

リンゴ狩りオープニング
セレモニーが８月８日、蓑原
町の多田りんご園で行われ、
天竜第三幼稚園の園児ら20
人が招待されました。園児ら
は背伸びをしたり、先生に抱
えられたりしながら、小さな
手でリンゴをくるくる回して
収穫していました。

小さな手でリンゴ狩り

今月の表紙

開幕！　高校生らの熱き戦い
７月から８月にかけ、南九州を中心に広域開

催された全国高等学校総合体育大会（インターハ
イ）。同大会の女子バレーボール競技大会開会式
が７月24日、早水公園体育文化センターで開催
されました。全国の予選を勝ち抜いた強豪校52
チームの選手らが、力強く入場行進。本県代表
の都城商業高校の今村弥

み

沙
さ

樹
き

主将が「共に励まし
合ってきた仲間たちと最後の１点まで諦めず、こ
れまでにない最高の大会にすることを誓います」
と力強く選手宣誓しました。

県指定無形民俗文化財の花
はなのき

木あげ馬祭りが７
月28日、南方神社周辺（山之口町花木）で開催さ
れました。約300年前から伝わる大名行列を模し
た同祭りでは、殿様名

みょう

代
だい

の稚児役の房
ぼう

野
の

獅
れ

央
お

くん
（５歳）が、馬にまたがり行列を従え堂々と巡行。
行列には地区住民ら約90人が参加し、太鼓と笛
の音に合わせて地域を練り歩きました。日が暮れ
ると、境内では白装束姿の男性らの奉納神楽舞が
披露され、大勢の見物客でにぎわっていました。

堂々の稚
ち ご

児行列、見物客を魅了
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まちの話題 in M i y a k o n o j o

都城島津灯ろうまつり点灯式が７月27日、姫
城町の旭

ひ の お

丘神社で開催されました。都城島津家の
発祥から明治維新までの歴史を灯籠に描いて展示
する初の試み。会場には多くの人が詰め掛け、29
基の大灯籠と約100基の子ども灯籠の幻想的な明
かりに足を止めていました。

境
内
を
照
ら
す

幻
想
的
な
明
か
り

一昨年に続き２回目となる山之口未来創造塾が
７月31日、山之口シルバーヤングふれあいの里
で開催されました。山之口地区まちづくり協議会
が企画。町内４つの小・中学校の児童・生徒らが、
ふるさとに対する思いと、山之口を盛り上げるた
めにできることについて、意見を交わしました。

地
域
の
未
来
を

子
ど
も
ら
が
語
り
合
う

都城の夏の風物詩、盆地まつりが８月３日、国
道10号中央通り周辺で開催されました。国道が
歩行者天国となる同まつり会場では、みこしの練
り歩きや、約2,100人の市民による安久節の総踊
り、ステージイベントなどが行われ、屋台が軒を
連ねた沿道は、多くの人でにぎわっていました。

10
万
人
の
熱
気
に
包
ま
れ
た

都
城
の
夜

親子でものづくり体験教室「みそ造り教室」が
７月25日、地場産業振興センターで開催されま
した。圏域の小学生がみそ造りなどの体験を通し
て、親子で触れ合いながら楽しい夏休みの思い出
を作ってもらう本企画。子どもらは、歓声を上げ
て初めてのみその感触を楽しんでいました。

南
九
州
伝
統
の

麦
み
そ
を
造
ろ
う
！

科
し な が

長神社（上水流町）の六月灯が７月29日、同
神社境内で開催されました。祭りの一番の見せ場
「からくり花火の奉納」を目当てに、多くの見物客
が来場しました。照明を全て消した会場で、保存
会会員が着火。勢いよく境内を飛び交うからくり
花火に、歓声が上がっていました。

関之尾に伝わる悲恋の物語にちなんだ「お雪さ
んの盃

さかずき

流し」が８月３日、関之尾滝上流で行われ
ました。約600年前、お雪さんが宴席で粗相し、
滝に身を投げて以来、名月の夜に滝つぼに盃が浮
かぶようになったという伝説にちなんで、お雪さ
んに扮

ふん

した２人の女性が盃を流しました。

悲
恋
の
物
語
に

思
い
を
は
せ
て

飛
び
交
う
花
火
に

大
き
な
歓
声
湧
く
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